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　市内産木材を利用して建築した戸建住宅を取得
（新築・増築・購入）した方に対して費用の一部を補
助します。
◆補助対象　①および②のいずれも満たす方
　①�市内で伐採・製材された木材を一定割合以上使

用して市内業者が施工した戸建住宅
　　（新築・増築・購入）
　②�①の要件を満たす住宅を取得し自らまたは家族

が居住する方
◆�補助額　市内産の木材の使用量に１立方メートル

当たり１万円を乗じて得た額以内の額（限度額25
万円）
◆�その他　先着順で、予算の

範囲内での交付となります
ので、購入前に必ずご相談
をお願いします。

S���・T　農林水産課
　☎0475（80）1213

◆対象者
　①山武市の住民基本台帳に登録があり、市内に居住している方
　②世帯全員が市税などの滞納がない方
◆対象住宅　市内の自らが居住している住宅（集合住宅等は個人専有部分・店舗等の併用住宅は個人住宅分）
◆対象工事
　①市内施工業者の行うリフォーム工事で、工事費が10万円（消費税を除く）以上であるもの
　②他の補助制度との併用がないもの
　③令和２年２月末日までに工事を完了し、実績報告ができるもの
◆補助金額　補助対象費用（税抜工事費）の10分の１の額（上限20万円）
◆申込受付　９月６日㈮～ 20日㈮　※申し込み多数の場合は抽選
◆�その他　契約済みの工事は対象外です。また、補助は同一世帯について１回

限りです。
S���・T　都市整備課　☎0475（80）1192

　住まいやブロック塀の耐震性について無料で建築
士に相談できます。
＜わが家の耐震相談会＞
◆日時　９月28日㈯午前10時～午後２時
◆場所　山武市役所第２会議室
◆�対象　原則として平成12年５月31日以前に新築

した木造住宅にお住まいの方、または倒壊のおそ
れのあるブロック塀の所有者
◆内容　建築士による個別相談（無料）
◆定員　10組程度（要事前申し込み）
◆申し込み　電話またはメールで申し込み
※�電話は土日祝日を除く午前８時30分～午後５時

15分
◆締め切り　９月20日㈮
◆主催　千葉県  共催　山武市
◆協力　千葉県建築士事務所協会
S���・T　都市整備課　☎0475（80）1191
　M toshiseibi@city.sammu.lg.jp

●�対象住宅　平成12年５月31日以前に着工された
木造住宅
＜耐震診断＞
◆申請期限　12月27日㈮
◆�補助金額　耐震診断費の３分の２以内（上限６万

円）
＜耐震改修工事費＞
　耐震診断の結果、「倒壊する可能性がある・可能
性が高い」と診断された木造住宅
◆申請期限　11月29日㈮
◆�補助金額　耐震改修工事費

の３分の１以内（上限 50 万
円）

S���・T　都市整備課
　☎0475（80）1191

　ブロック塀等の倒壊による災害の発生の防止と良
好な景観形成の推進を目的として経費の一部を助成
します。
●申請期限　11月29日㈮まで
＜ブロック塀等撤去費用＞
◆�補助金額　ブロック塀等の撤去に要する経費また

は撤去するブロック塀等の延長に１メートル当た
り１万円を乗じた額のいずれか少ない額（上限10
万円）
＜生垣設置費用＞
◆�補助金額　生垣の設置に要する経費の10分の１

以内（上限10万円）
S���・T　都市整備課　☎0475（80）1191
　Hhttp://www.city.sammu.lg.jp/soshiki/17/

地震が起きたとき　
　� 住まいやブロック塀は大丈夫？

「耐震診断を受けたい」　
　� 「耐震改修をしたい」方に

「ブロック塀等の撤去をしたい」　
　� 「生垣を設置したい」方に

「市内産木材で住宅を建てたい」方に　　

「もっと住みやすい家にしたい」「壊れたところを修理したい」方に
　

住宅補助制度をご利用ください
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行政からの
お知らせ

information

自
殺
予
防
週
間
の
お
し
ら
せ

９
月
10
日
㈫
～
16
日（
月・
祝
）は
自

殺
予
防
週
間
で
す
。

自
殺
は
、
心
理

的
に
追
い
込
ま
れ

た
末
の
死
と
言
わ

れ
ま
す
。

眠
れ
な
い
、
食
欲
が
な
い
、
引
き
こ

も
り
が
ち
に
な
る
な
ど
、
ま
わ
り
の
人

の「
心
の
サ
イ
ン
」に
気
づ
い
た
ら
、
ま

ず
は
じ
っ
く
り
話
を
聴
い
て
、
専
門
の

相
談
機
関
へ
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

⓾
月
か
ら
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
令
和

元
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

分
の
財
源
を
活
用
し
、
公
的
年
金
等
の

収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
の
年

金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構（
年
金
事
務
所
）が
実
施

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

①�

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・
65
歳
以
上
の
方

・
同
一
世
帯
の
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
方

・�

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合

計
が
約
88
万
円
以
下
の
方

②�

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
で
、
前
年
の
所
得

額
が
約
４
６
２
万
円
以
下
の
方

請
求
方
法

①�

平
成
31
年
３
月
ま
で
に
年
金
を
受
給

し
て
い
る
、
前
述
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
方
に
は
、
９
月
上
旬
か
ら
順

次
日
本
年
金
機
構
か
ら
手
続
き
の
案

内
が
届
き
ま
す
。
な
お
、
老
齢
基
礎

年
金
を
繰
上
げ
て
受
給
し
て
い
る
方

は
65
歳
に
な
っ
た
際
に
送
付
さ
れ
る

予
定
で
す
。

②�

平
成
31
年
４
月
以
降
に
年
金
を
受
給

し
は
じ
め
た
方
は
、
年
金
の
請
求
手

続
き
と
併
せ
て
手
続
き
を
し
ま
す
。

基�

準
金
額　
月
額
５
千
円（
た
だ
し
、

保
険
料
納
付
済
期
間
、
保
険
料
免
除

期
間
、
所
得
等
に
よ
っ
て
金
額
は
異

な
り
ま
す
）

請
求
書（
は
が
き
）が
届
い
た
方
は
、

同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
読
ん

で
、
請
求
書
に
氏
名
等
必
要
事
項
を
記

入
し
、
忘
れ
ず
に
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
10
月
18
日
㈮（
必
着
）ま
で
に

請
求
書
を
返
送
し
給
付
金
に
該
当
さ
れ

る
方
に
は
、
12
月
中
旬
の
年
金
支
給
時

に
年
金
受
給
口
座
に
年
金
と
は
別
に
初

回
の
給
付
金
が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

来
年
１
月
以
降
に
請
求
し
た
場
合

は
、
請
求
し
た
月
の
翌
月
分
以
降
か
ら

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
忘

れ
ず
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

T　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
０
９
２

�

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
千
葉
年
金
事
務
所

�

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す

市
で
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
軽

減
と
医
療
保
険
財
政
の
健
全
化
を
目
的

と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
を
９
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る

こ
と
で
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら
い

安
く
な
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方　
令
和
元
年
５
月
に
薬

の
処
方
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方

で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
る
こ
と
で
２
０
０
円
以
上
を
軽

減
で
き
る
方

T　
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

山
武
市
地
域
福
祉
活
動
推
進
助
成

事
業
の
助
成
対
象
団
体
が
決
定

令
和
元
年
６
月
27
日
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
地
域
福
祉
計
画
推
進
委
員
会
の
選

考
に
よ
り
、
次
の
団
体
が
対
象
団
体
と

さ
れ
ま
し
た
。

①
上
町
女
性
の
会（
塚
本
桂
子
）

②
豊
岡
を
元
気
に
す
る
会「
ま
ぁ
る
く

豊
岡
」（
猪
野
尾
洋
美
）

③
南
天
の
会（
髙
木
壽
）

④
蓮
沼
地
域
敬
老
ふ
れ
あ
い
会
実
行
委

員
会（
藤
波
静
治
）

⑤
Ｖ
Ｇ
は
ま
ゆ
う（
渡
邉
い
ず
み
）

⑥
北
地
区
敬
老
行
事
実
行
委
員
会（
松

村
三
陽
子
）

　
（　
）内
は
代
表
者
氏
名
・
順
不
同
・

敬
称
略

T　
社
会
福
祉
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
１
２

　健康・福
祉
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在
宅
重
度
知
的
障
害
者
お
よ
び
ね
た
き

り
身
体
障
害
者
福
祉
手
当
の
所
得
状
況

届
の
提
出
に
つ
い
て

標
記
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

所
得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

届
出
が
無
い
場
合
に
は
、
12
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

届
出
期
間　
９
月
12
日
㈭
～
10
月
10
日

㈭届
出
が
必
要
な
方
に
は
、
届
出
書
を

郵
送
い
た
し
ま
す
。

在
宅
重
度
知
的
障
害
者
お
よ
び
ね
た
き

り
身
体
障
害
者
福
祉
手
当
と
は

在
宅
の
重
度
知
的
障
害
者
お
よ
び
ね

た
き
り
身
体
障
害
者（
本
人
）ま
た
は
、

本
人
と
同
居
し
、
か
つ
介
護
し
て
い
る

家
族
に
支
給
す
る
手
当
で
す
。

支
給
月
額　
８
６
５
０
円

在
宅
重
度
知
的
障
害
者
と
は

療
育
手
帳
の
程
度
が
Ａ
以
上
と
判
定

さ
れ
た
満
20
歳
以
上
の
方

ね
た
き
り
身
体
障
害
者
と
は

自
宅
に
お
い
て
６
カ
月
以
上
ね
た
き

り
状
態
で
、
入
浴
・
食
事
・
排
せ
つ
等

の
日
常
生
活
に
介
護
を
必
要
と
す
る
20

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

支
給
対
象
外
と
な
る
要
件

・
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
た
と
き

・
施
設
へ
入
所
し
た
と
き

・
３
カ
月
以
上
の
入
院
を
し
た
と
き

・�

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と

き（
年
度
内
の
７
日
以
内
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
利
用
を
除
く
）

・�

特
別
障
害
者
手
当
等
を
受
け
て
い
る

と
き

T　
社
会
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
１
４

市
役
所
窓
口
で
手
話
通
訳
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す

市
役
所
窓
口
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
と
し
て
、
手
話
通
訳
者
に

よ
る
通
訳
を
行
っ
て
い

ま
す
。

手
話
通
訳
が
必
要
な

方
は
、
窓
口
で
職
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

配
置
場
所　
山
武
市
役
所
１
階
社
会
福

祉
課

配
置
時
間　
毎
週
火
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
ま
で（
た
だ
し
、
市
役
所

開
庁
日
に
限
る
）

・
通
訳
者
は
１
人
で
す
。
利
用
希
望
者

が
重
複
し
た
場
合
は
、
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
配
置
場
所
は
社
会
福
祉
課
で
す
が
、

他
の
窓
口
の
手
続
き
で
も
手
話
通
訳

を
行
い
ま
す
。

T　
社
会
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
１
４

�

F
０
４
７
５（
８
０
）２
６
５
０

９
月
㉑
日
は「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
デ
ー
」で
す

平
成
６
年
に
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
協
会
は
、
世
界
保
健
機
関
と
共
同
で

９
月
21
日
を「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

デ
ー
」と
制
定
し
、
こ
の
日
を
中
心
に

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病（
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
）の
啓
発
を
し
て
い
ま

す
。認

知
症
と
は
、
加
齢
や
病
気
・
怪
我

な
ど
に
よ
っ
て
脳
細
胞
が
失
わ
れ
、
慢

性
的
に
認
知
機
能（
記
憶
・
理
解
・
判

断
な
ど
）が
低
下
し
、
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
状
態
を
言
い
ま
す

ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
現
時
点
で
は「
こ
う

す
れ
ば
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
」と
い

う
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最

近
の
研
究
か
ら
ど
う
す
れ
ば
認
知
症
に

な
り
に
く
い
か
と
い
う
こ
と
が
少
し
ず

つ
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
認
知
症
を
予

防
す
る
方
法
と
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
心
が
け
る
、
週
2
～
3
日
以

上
、
1
日
30
分
以
上
の
有
酸
素
運
動
を

す
る
、
質
の
良
い
睡
眠
を
と
る
、
他
者

と
交
流
を
持
つ
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

認
知
症
の
こ
と
を
他
人
事
で
は
な

く
、
自
分
事
と
し
て
考
え
、
認
知
症
の

こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

市
で
は
、
認
知
症
の
方
を
温
か
く
見

守
る
応
援
者
で
あ
る「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
養
成
し
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

T　
高
齢
者
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
２

「
全
国
家
計
構
造
調
査
」に
ご
協

力
く
だ
さ
い

10
～
11
月
ま
で
の
２
カ
月
間
、
全
国

家
計
構
造
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ま
に
日
々
の
収

入
や
支
出
な
ど
を
ご
回
答
い
た
だ
き
、

国
民
生
活
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
す
。
調
査
結
果
は
、
社
会
保
障
や

福
祉
政
策
の
検
討
な
ど
、
国
民
生
活
に

身
近
で
重
要
な
政
策
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。皆

さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
調
査
対
象
地
区

・
大
富
地
区（
富
田
の
一
部
）

・
山
武
地
区（
椎
崎
・
木
原
の
一
部
）

T　
企
画
政
策
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
１

暮
ら
し・環
境
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空
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改

正
に
つ
い
て

10
月
１
日
㈫
よ
り
、
空
港
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
一
部
の
便
に
お
い
て
、
運
行
時

刻
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

◆
変
更
と
な
る
便

成
田
空
港
行　
第
４
便

横
芝
屋
形
海
岸
行　
第
２
便
、
第
４
便

詳
し
い
変
更
内
容
に
つ
い
て
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
担

当
窓
口
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

T　
企
画
政
策
課
空
港
み
ら
い
対
策
室

�

☎
０
４
７
９（
８
０
）７
１
１
５

　
千
葉
交
通
㈱
成
田
営
業
所

�

☎
０
４
７
６（
２
２
）０
７
８
３

Ａ
滑
走
路
の
発
着
時
間
変
更
の

実
施
時
期
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

成
田
国
際
空
港
の
Ａ
滑
走
路
に
つ
い

て
、
発
着
時
間
が
10
月
27
日
㈰
か
ら
変

更
と
な
り
ま
す
。

こ
の
変
更
は
平
成
30
年
３
月
に「
成

田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
策
」に
つ

い
て
国
土
交
通
省
、
千
葉
県
、
空
港
周

辺
９
市
町
お
よ
び
成
田
国
際
空
港
㈱
の

合
意
に
よ
る
も
の
で
、
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
開
催
ま
で
に
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
た
も
の
で
す
。

T　
企
画
政
策
課
空
港
み
ら
い
対
策
室

�

☎
０
４
７
９（
８
０
）７
１
１
５

　

�

成
田
国
際
空
港
㈱
山
武
地
域
相
談
セ

ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
９（
８
４
）１
２
２
６

防
災・避
難
情
報
も
分
か
る
！

山
武
市
安
心
安
全
メ
ー
ル
の
配
信

市
で
は
、
市
民
の
方
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
防
犯
情
報
や
防
災
情
報
を
携

帯
電
話
等
に
電
子
メ
ー
ル
で
配
信
し
て

い
ま
す
。

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ

ソ
コ
ン
等
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

す
る
だ
け
で
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

配
信
す
る
情
報　
次
の
①
～
④
の
情
報

を
配
信
し
ま
す
。
利
用
者
登
録
の
際

に
、
受
信
を
希
望
す
る
情
報
を
選
択

で
き
ま
す
。

①
防
犯
情
報･･････

不
審
者
や
振
り
込

め
詐
欺
等
の
犯
罪
の
発
生
等
に
関
す

る
情
報

②
交
通
安
全
情
報

　
交
通
事
故
発
生
等
に
関
す
る
情
報

③
た
ず
ね
人
・
迷
子
情
報

　
行
方
不
明
者
に
関
す
る
情
報

④
防
災
・
国
民
保
護
情
報

�

気
象
警
報
、
国
民
保
護
、
避
難
等
に

関
す
る
情
報

配
信
元　
山
武
市（
市
民
課
・
消
防
防

災
課
）・
山
武
警
察
署

配
信
時
間　
随
時（
特
に
防
災
・
国
民
保

護
情
報
は
24
時
間
配
信
さ
れ
ま
す
）

登
録
・
変
更
方
法　
山
武
市
安
心
安
全

メ
ー
ル
へ
の
登
録
・
内
容
の
変
更

は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
入
力
し
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録
す
る
場
合

H�https://service.sugum
ail.

com
/sam

m
u/m

em
ber/

◆
携
帯
電
話
か
ら
登
録
す
る
場
合

H�https://service.sugum
ail.

com
/sam

m
u/

費 

用　
登
録
は
無
料
で
す
が
、
通
信

に
伴
う
費
用
は
利
用
者
負
担
と
な
り

ま
す
。
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

T　
市
民
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
７
１

　
消
防
防
災
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
６

自
主
防
災
組
織
設
置
・
活
動
促
進

補
助
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
県
の
制
度
を
活
用
し
て
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
・
活
動
に
対
し

て
補
助
を
し
て
い
ま
す
が
、
自
主
防
災

組
織
の
増
加
と
予
算
に
よ
り
、
市
の
補

助
制
度
の
見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
自
主
防
災
組
織
設
置
促
進
補
助
制

度
」お
よ
び「
自
主
防
災
組
織
活
動
促
進

補
助
制
度
」の
活
用
を
来
年
度
以
降
に

検
討
し
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
不
明
な

点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　

消
防
防
災
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
６

QRコードに対応
した携帯電話をお
持ちの場合は、下
記コードを読み取
ることでアクセス
できます。

【Ｃ滑走路供用までの当面の間】

＊弾力的運用とは、やむを得ない事由により通常の運航に影響を及ぼすこととなった
航空機に限って離着陸が認められる制度

現在

運行時間

10月27日から

運行時間

22:00 23:00 00:006:00

便数制限

各滑走路１０便まで *弾力的運用

00:00 00:306:00

*弾力的運用
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９
月
は
「
防
災
月
間
」
で
す

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」と
し
て
、

大
正
12
年
の
こ
の
日
に
起
こ
っ
た
関
東

大
震
災
の
惨
事
を
教
訓
に
し
て
、
防
災

意
識
を
高
め
る
日
と
さ
れ
ま
し
た
。

昨
今
の
状
況
か
ら
地
震
や
豪
雨
な
ど

自
然
災
害
の
発
生
は
、
身
近
な
も
の
と

い
え
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す

る
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
被
害
の

拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

機
会
に
家
庭
で
の
保
存
食
品
や
保
存
飲

料
水
の
備
蓄
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
災
害
時
の
連
絡
方
法
を
決
め
た

り
、避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
く
な
ど
、

い
ま
す
ぐ
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

　
〜�

身
に
つ
け
る　
夜
道
の
お
守
り　

反
射
材
〜

９
月
21
日
㈯
～
30
日
㈪
ま
で
の
10
日

間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
日
没
時
間
が
急
速
に
早
ま

る
秋
口
は
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
事
故

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
一
人
一
人

が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー

を
実
践
し
て
、
交
通
事
故
防
止
に
つ
と

め
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保

②
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

④
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

T　
市
民
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
７
１

水
道
料
金
等
変
更
の
お
知
ら
せ

消
費
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
元

年
10
月
１
日
か
ら
水
道
料
金
等
に
加
算

さ
れ
る
消
費
税
が
10
％
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
従
前
よ
り
継
続
し
て
ご
使
用
の
お
客

さ
ま
は
、
10
月
１
日
以
降
の
初
回
請
求

分
に
つ
い
て
旧
税
率（
８
％
）が
適
用
さ

れ
ま
す（
一
部
経
過
措
置
適
用
対
象
外
あ

り
）。

T　
成
東
・
松
尾
・
蓮
沼
地
域
の
方
は

　
山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業
団

�

業
務
課
料
金
班

�

☎
０
４
７
５（
５
５
）７
８
５
３

山
武
地
域
の
方
は

　
水
道
課

�

☎
０
４
７
５（
８
９
）３
６
４
７

山武市では非核平和都市を宣言しているまちとして、
市民の皆さんに核兵器の廃絶と恒久平和の大切さを理解
してもらうため、啓発事業を行いました。
市内小学校３年生以上の児童および市民グループを対
象に、原爆についてのリーフレットを配り、千羽鶴を折っ
てもらい 9400 羽ができました。山武市役所市民ホール
に８月１日㈭から８月 15日㈭まで展示した後、広島平
和記念公園にある「原爆の子の像」へ捧げました。

山武市非核平和都市宣言
世界の恒久平和は、人類共通の願いです｡
しかしながら、世界ではいまだ戦争がやまず、たくさんの尊い命が失われ、核兵器は
大きな脅威となっています。
我が国は世界でただひとつの被爆国として、核兵器の恐ろしさと被爆者の苦しみを全
世界の人々に訴え、このかけがえのない美しい地球と、人類が築きあげた偉大な遺産を
後世へ引き継がなければなりません。
私たち山武市民は、世界の恒久平和を心から祈り、国是である非核三原則の堅持と、
あらゆる核兵器のすみやかな廃絶を強く訴え、ここに非核平和都市を宣言します。
� ( 平成 19年７月３日宣言 )

山武市非核平和都市宣言啓発事業
～核兵器の廃絶と平和への祈りを込めて～
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地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

警
察
相
談
の
日
の
ご
案
内

千
葉
県
警
察
で
は
、
事
件
や
事
故
な

ど
に
困
り
苦
し
む
方
、
不
安
を
抱
く

人
々
の
力
と
な
り
安
心
し
て
生
活
い
た

だ
く
た
め
、
警
察
本
部
に
警
務
課
犯
罪

被
害
者
支
援
室（
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー
）を
、
警
察
署
に
相
談
を
受
理（
受

付
）す
る
た
め
の
総
合
相
談
窓
口
を
設

置
し
、寄
せ
ら
れ
る
警
察
相
談
に
対
し
、

迅
速
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

〈
９
月
11
日
は「
警
察
相
談
の
日
」〉

事
件
・
事
故
等
の
緊
急
通
報
は
１
１

０
番
へ
、
相
談
に
つ
い
て
は
相
談
専
門

電
話（
＃
９
１
１
０
）ま
た
は
最
寄
り
の

警
察
署
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

〈
警
察
の
相
談
窓
口
～
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

＃
９
１
１
０
〉

　
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所

　

千
葉
県
警
察
本
部
相
談
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー

�

☎
０
４
３（
２
２
７
）９
１
１
０

　
（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０
＝
全

国
共
通
）

　
受
付
時
間　
月
～
金（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
利
用
可

能
で
す
が
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
電
話

お
よ
び
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

結
婚
新
生
活
を
支
援
し
ま
す
！

市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
強
化
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
新
婚
世
帯
が
新
生
活

を
は
じ
め
る
際
の
新
居
の
住
居
費
や

引
っ
越
し
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
企
画
政
策
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

S�

・
T　
企
画
政
策
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
２

H�https://w
w

w
.city.sam

m
u.lg.jp/

soshiki/4/kekkonseikatu.html

山
武
の
地
域
資
源
の
活
用
に
取

り
組
む
方
を
応
援
し
ま
す
！

市
で
は
、
意
欲
あ
る
農
林
漁
業
者
、

商
工
業
者
に
よ
る
地
域
資
源
を
活
用
し

た
６
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携
に
よ
る

取
り
組
み
を
支
援
す
る
補
助
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

商
品
開
発
や
開
発
に
必
要
な
生
産
加

工
施
設
、
販
売
施
設
の
整
備
を
計
画
さ

れ
て
い
る
方
は
ご
利
用
に
つ
い
て
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
ま
た
は
事
務
所
を
有
す
る
法
人

そ
の
他
の
団
体
等

対
象
事
業
お
よ
び
補
助
金
額

①
産
品
等
開
発

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

�

（
上
限
金
額
50
万
円
）

②
生
産
加
工
施
設
・
機
械
整
備

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

�
（
上
限
金
額
１
０
０
万
円
）

③
加
工
・
販
売
施
設
整
備

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

�

（
上
限
金
額
１
０
０
万
円
）

申
請
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
わ
が
ま
ち
活
性
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

採
択
方
法　
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
審

査
委
員
に
よ
る
審
査
会
を
行
い
、
採

択
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
補
助
を
行

い
ま
す
。

募
集
期
限　
事
業
認
定
額
が
予
算
額
に

達
す
る
ま
で
毎
月
10
日（
当
日
が
市

の
休
日
の
場
合
は
、
市
の
休
日
の
翌

日
）を
期
限
と
し
て
受
付
を
行
い
、

月
末
ま
で
に
認
定
の
可
否
を
決
定
し

ま
す
。
な
お
、
本
年
度
の
最
終
受
付

期
限
は
、
12
月
10
日
㈫
で
す
。

T　
わ
が
ま
ち
活
性
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
１

m�w
agam

achikassei@
city.sam

m
u.

lg.jp

H�http://w
w

w
.city.sam

m
u.lg.jp/

site/shinseisyo/rokujisangyo.htm
l

詳しくは
こちら

◆補助対象条件
①平成31年１月1日以降に婚姻届を提出し、受
理された夫婦であること

②夫婦の所得が340万円未満であること（※）
③対象となる住居が市内にあり、新婚世帯が当
該住居の住所地に住民登録されていること　
など
※　平成29年１月１日から12月31日までの間の夫婦お二人の所得の合計額で、平成30年度の所得証明書により確認します。
　　なお、以下の場合は計算方法が異なります。
　・申請時に夫婦お二人ともまたはどちらかが離職しているとき
　・貸与型奨学金の返済を行っているとき
＜給与収入のみの世帯で所得が340万円未満となるケース＞
　例１：夫婦のどちらかにのみ給与収入があるとき
　　　　給与収入が492万8千円未満の世帯
　例２：夫婦ともに給与収入があるとき
　　　　それぞれの収入金額によって異なり、給与収入が492万8千円以上の世帯も対象となることがあります。

◆補助額
年齢などにより、上限金額は異

なりますが、最大で50万円（夫
婦お二人とも満34歳以下で、新
たに住居を購入された場合）を上
限に補助します。
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農
地
の
貸
し
手
を
募
集
中
で
す

規
模
を
拡
大
し
た
い
担
い
手
に
貸
し

付
け
る
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
探

し
て
い
ま
す
。
農
業
か
ら
の
リ
タ
イ
ア

を
考
え
て
い
る
、
相
続
し
た
農
地
の
管

理
に
困
っ
て
い
る
、
水
田
を
や
め
て
畑

に
専
念
し
、
高
収
益
作
物
等
へ
転
換
す

る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
貸
し
た
い
農

地
が
あ
る
方
は
、
農
地
の
あ
る
市
町
村

ま
た
は
、
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園
芸

協
会（
農
地
中
間
管
理
機
構
、
以
下「
機

構
」）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
機
構
が
農

地
の
受
け
手
を
探
し
ま
す
。

ま
た
、
賃
料
の

徴
収
、
支
払
い
は

機
構
が
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
受
け

手
が
い
る
場
合
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
の
農
地
の

一
定
割
合
を
機
構

に
貸
す
場
合
や
、
個
人
が
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
協
力
金
の
交
付
が
受

け
ら
れ
ま
す（
別
途
市
町
村
に
申
請
が

必
要
で
す
）。

T　
農
林
水
産
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
１

　
（
公
社
）千
葉
県
園
芸
協
会
農
地
部

�

☎
０
４
３（
２
２
３
）３
０
１
１

リ
サ
イ
ク
ル
倉
庫
の
利
用

市
内
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
紙

類
、
衣
類
を
資
源
と
し
て
利
用
す
る
た

め
リ
サ
イ
ク
ル
倉
庫（
古
紙
収
集
場
所
）

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
倉
庫
を
活
用
し
、
紙
や
衣

類
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

◆
回
収
品
目

新
聞
・
雑
誌
・
古
本
・
段
ボ
ー
ル
・

牛
乳
パ
ッ
ク
・
衣
類

◆
利
用
上
の
注
意

①
回
収
品
目
に
ビ
ニ
ー
ル
、
金
属
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
付
い
て
い
る
場
合

は
取
り
除
く
。

②
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
・
雑
誌
・
古
本
は

ひ
も
で
十
字
に
縛
る
。

③
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
切
り
開
く
。

④
衣
類
は
、
透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
羽
毛
や
綿
が
入
っ
た
布
団
や
ぬ
い
ぐ

る
み
、座
布
団
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

◆
場
所
・
時
間

①
山
武
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
側
駐
車
場

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

②
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ら
ら
ぎ
館

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時	

③
松
尾
出
張
所

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時	

　

月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

④
蓮
沼
出
張
所
駐
車
場

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

�

月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

ハ
チ
に
注
意

夏
季
後
半
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
ハ

チ
の
活
動
が
活
発
に
な
る
季
節
で
す
。

む
や
み
に
ハ
チ
の
巣
な
ど

に
近
寄
る
の
は
危
険
で
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

公
共
の
施
設
や
公
園
、
道
路
な
ど
で

ス
ズ
メ
バ
チ
等
の
巣
を
発
見
し
た
場
合

は
、
各
施
設
等
の
管
理
者
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

個
人
が
所
有
す
る
住
宅
や
土
地
で
発

見
し
た
巣
に
つ
い
て
は
、
直
接
専
門
業

者
に
駆
除
の
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
業
者

ク
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
㈲（
蓮
沼
ロ
２
９
９
３
︱
１
）

�

☎
０
４
７
５（
８
６
）３
３
４
４

綜
合
技
建
㈱（
白
幡
２
９
３
５
）

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）０
３
９
０

そ
の
他

千
葉
県
害
虫
防
除
協
同
組
合

�

☎
０
４
３（
２
２
１
）０
０
６
４

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、

�

飼
い
主
の
義
務
で
す

現
在
国
内
で
狂
犬
病
の
発
症
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
世
界
で
は
年
間
お
よ
そ
５

万
人
以
上
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
の
侵
入
に
備
え
、
日
頃
か

ら
予
防
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
に
は
、

登
録
と
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
月
以
降
ま
だ
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予

防
注
射
を
接
種
し
て
い
な
い
飼
い
主
の

方
は
、
動
物
病
院
で
接
種（
有
料
）し
、

環
境
保
全
課
も
し
く
は
お
近
く
の
出
張

所
に「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い（
４
月
に
郵
送
し
た「
注

射
済
票
交
付
申
請
書
」を
お
持
ち
の
方

は
持
参
願
い
ま
す
）。
狂
犬
病
予
防
接

種
済
票（
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）を
発

行
し
ま
す
。

注
射
済
票
交
付
手
数
料　
　
５
５
０
円

新
規
登
録
手
数
料
１
頭　
３
０
０
０
円

※
出
張
所
に
提
出
い
た
だ
い
た
場
合
、

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
お
近
く

の
指
定
金
融
機
関
窓
口
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
入
金
確
認
後
、
注
射
済

票
な
ど
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１
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行政からの
お知らせ

information

飼
い
犬
・
飼
い
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
費
用
の
一
部
を
補
助

市
で
は
、
捨
て
犬
・
捨
て
猫
の
増
加

を
防
止
す
る
た
め
に
、
市
の
指
定
す
る

動
物
病
院
で
飼
い
犬
・
飼
い
猫
の
不
妊

去
勢
手
術
を
実
施
す
る
方
に
市
の
定
め

る
条
件
の
も
と
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
環
境
保
全
課
生
活

環
境
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額　
１
匹
４
０
０
０
円（
１
世

帯
あ
た
り
、
犬
猫
合
わ
せ
て
年
度
内

２
匹
ま
で
）

補
助
残
件
数　
約
55
件

　
（
件
数
に
達
す
る
ま
で
随
時
募
集
）

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

な
か
よ
し
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９

日　
時　
９
月
15
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
３
時
ま
で

場　
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
屋
外
第

３
駐
車
場

内　
容　
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
犬
と
の
ふ

れ
あ
い
、動
物
相
談
、獣
医
師
体
験
、

動
物
関
連
グ
ッ
ズ
販
売
、
チ
ー
バ
く

ん
と
写
真
撮
影　
ほ
か

T　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
６（
９
３
）５
７
１
１

H
https://www.pref.chiba.lg.jp/aigo/

芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
活
動

�

報
奨
金
制
度

市
で
は
、
芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
一
層
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
全
国
大
会
等
に
出
場
す
る
個
人
や

団
体
に
報
奨
金
を
交
付
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

報
奨
金
の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。
交
付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
教
育
総
務
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

対
象
者

・
山
武
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

・
市
内
に
拠
点
を
有
す
る
団
体
で
、
そ

の
団
体
の
構
成
員
の
う
ち
、
山
武
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
が
過
半
数
を

占
め
る
団
体

・
そ
の
他
市
長
が
特
に
適
当
と
認
め
た

個
人
ま
た
は
団
体

対
象
大
会　
国
際
、
全
国
、
関
東
大
会

等
の
規
模
で
開
催
さ
れ
る
国
、
地
方

公
共
団
体
、
公
益
法
人
、
報
道
機
関

そ
の
他
の
団
体
が
、
主
催
、
共
催
ま

た
は
後
援
す
る
大
会
で
、
予
選
会
、

選
考
会
等
の
選
抜
手
続
き
を
経
て
出

場
も
し
く
は
出
品
す
る
大
会
ま
た
は

厳
正
か
つ
明
確
な
基
準
に
よ
り
出
場

も
し
く
は
出
品
す
る
大
会

T　
教
育
総
務
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
３
１

養
育
費
無
料
法
律
相
談

離
婚
に
伴
う
養
育
費
問
題
に
関
す
る

こ
と
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　
時　
９
月
28
日
㈯
午
後
１
～
４
時

（
１
人
40
分
程
度
）

場　
所　
東
金
市
中
央
公
民
館

費　
用　
無
料（
託
児
含
む
）

※
事
前
予
約
必
要

S�

・
T　
一
般
財
団
法
人
千
葉
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務
局

�

☎
０
４
３（
２
２
２
）５
８
１
８

育
教・
て
育
子

大会種別
報奨金の額

個人
（1人当たり）

団体
（1団体当たり）

関東大会等県大会を
超える規模の大会 1万円 3万円

全国大会 2万円 5万円

国際大会 5万円 10万円

子育てママ応援フェスタ　参加者募集

T　bayfm（ベイエフエム）　Mevent@bayfm.co.jp

　子育てママが学べる・遊べる充実したコーナーのほか、育児の資格を取得しているタケトを司会に、育
児経験のある人気タレントとのトークショーを開催！頑張っている子育てママを応援します！
日　時　10月24日㈭　午後0時30分開場
場　所　エストーレアンドテニスクラブ
　〒283-0801　東金市八坂台1-8
参加費　無料　　定　員　150人
ゲスト　保田　圭
応募方法　ベイエフエムのホームページ内にある
　応募フォームより応募。※応募者多数の場合は抽選


